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アメリカに学ぶ薬剤師
対人業務の未来
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2Ⅰ．メールオーダー（調剤工場）の実態



© Drug39 Co.,Ltd. All rights reserved.

3Ⅰ．メールオーダー（調剤工場）の実態



© Drug39 Co.,Ltd. All rights reserved.

4Ⅰ．メールオーダー（調剤工場）の実態



© Drug39 Co.,Ltd. All rights reserved.

5１．メールオーダー（調剤工場）の実態

５．メールオーダーの時代に向けて準備すべきこと

リフィルがもたらす現実

門前薬局は激減 ⇒ かかりつけ化の進展
急性疾患の調剤機能を果たす最寄の薬局は必要
中間アセスメント（副作用初期症状等リスク等）の必要性

メールオーダーの本質

低コスト：売価差に反映？（アメリカと異なる保険制度）

＊調剤基本料に差をつける？
＊一部負担金の差は、メールオーダーへの誘導要因になるか？

初回診断の多くは検査を伴うリアルで発生

＊利便性：２回目以降に発揮

メールオーダー利用の動機は何か？
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6

・1年後に６０％が離脱
・治療中断は最大の無駄
・リフィル/メールオーダーで継続率は
便利になるから上がるのか
医師に会わないから下がるのか

服薬継続率に課題

2回目の服薬継続率は80.3％～60.6％

リフィル時に薬剤師が介入
自動的なDO処方ではなく
治療方針/処方変更を提言

治療継続率の実態 （サンキュードラッグ）＊他４社も同様

１．メールオーダー（調剤工場）の実態

５．メールオーダーの時代に向けて準備すべきこと

⇒症状確認、バイタルチェックにより医師へ照会

＊必要な検査を薬局／薬剤師に開放する必要
＊PHR値へのアクセス⇒医師への伝達
＊リフィル調剤受託窓口は薬局に限定
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7Ⅱ．対人業務の強化




